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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／株式

信託期間 2016年５月２日から2026年４月27日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、わが
国の株式へ投資することにより、信託財
産の中長期的な成長を図ることを目指し
て運用を行います。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。

プレミアジャパン・マザーファンド

わが国の株式

当ファンドの
運用方法

■プレミアジャパン・マザーファンドを
通じてわが国の株式へ投資し、株式市
場の変動リスクのヘッジは行わず、株
式市場の上昇による収益の獲得を目指
します。

■わが国の株式の運用にあたっては、綿
密な銘柄調査を行うことで、相対的に
高い配当利回りに加え、配当の持続可
能性等を勘案した銘柄選定を行いま
す。

組入制限 当ファンド

■株式への実質投資割合には制限を設け
ません。

■外貨建資産への実質投資は行いませ
ん。

プレミアジャパン・マザーファンド

■株式への投資割合には制限を設けませ
ん。

■外貨建資産への投資は行いません。

分配方針 ■年１回（原則として毎年４月26日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配を行います。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

日本高配当株フォーカス
（プレミアジャパン）
【運用報告書（全体版）】

（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

第８ 期

決算日 2024年４月26日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

わが国の株式へ投資することにより、信託財産の

中長期的な成長を図ることを目指して運用を行い

ます。当期についても、運用方針に沿った運用を

行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建)

純 資 産
総 額（分配落） 税 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
４期（2020年４月27日） 10,112 0 △ 8.7 95.9 3.0 483

５期（2021年４月26日） 12,256 650 27.6 93.8 3.5 549

６期（2022年４月26日） 12,736 150 5.1 95.4 3.2 577

７期（2023年４月26日） 13,676 300 9.7 93.9 2.9 693

８期（2024年４月26日） 16,825 850 29.2 88.6 7.9 340

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建 )騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2023年４月26日 13,676 － 93.9 2.9

４月末 13,911 1.7 93.9 2.9

５月末 14,093 3.0 92.3 3.1

６月末 14,977 9.5 92.6 3.1

７月末 15,282 11.7 92.6 3.0

８月末 15,622 14.2 88.2 7.4

９月末 15,950 16.6 89.6 7.1

10月末 15,583 13.9 91.5 5.1

11月末 16,085 17.6 92.2 4.7

12月末 16,052 17.4 92.0 4.7

2024年１月末 16,906 23.6 92.4 5.5

２月末 17,045 24.6 92.5 5.9

３月末 17,790 30.1 88.5 7.6

（期　　　末）
2024年４月26日 17,675 29.2 88.6 7.9

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。

CC_24100417_02_ost三住DS_日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）_運用実績.indd   1 2024/06/25   14:49:09



2－　　－

日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸

基準価額（円）: 左軸

期　　首 13,676円

期　　末 16,825円
（既払分配金850円（税引前））

騰 落 率 ＋29.2％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

基準価額の主な変動要因（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式へ投資を行いました。

上昇要因
●魅力的な配当利回りが評価されたこと
●日本の脱デフレへの期待が高まったこと
●海外投資家による日本株買いが進んだこと

下落要因
●米国の金融引き締め長期化が懸念されたこと
●中東の地政学リスクへの警戒感が高まったこと
●日本株が大幅上昇し一服感が出たこと
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投資環境について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

期間を通じて、日本株式市場は上昇しました。

　期初より、日銀の金融緩和方針維持によ
る円安進展や海外投資家による日本株買い
が好感され、上値を追う動きとなりました。
夏場に、日銀による長短金利操作の運用柔
軟化の決定が順調に消化されると、米ドル
高・円安の流れが一段と進みました。ＴＯ
ＰＩＸは好業績銘柄に牽引されて、バブル
後の高値を更新しました。
　秋以降は、一進一退の展開となりました。
ＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）を契機に
金融引き締めが長期化するとの見方から長
期金利（10年国債利回り）が上昇したことや、
中東での地政学リスク台頭により原油価格
急騰に対する警戒感が高まったことなどを
背景に、国内も軟調に推移しました。

　年明け以降は、米国株高、米ドル高・円
安進行に加え、日本企業の持続的な業績改
善も好感され、日本株も上昇基調に回帰し、
連日バブル後最高値を更新しました。その
後、日銀の金融緩和策においてマイナス金
利解除などの変更が発表されたものの、緩
和的な姿勢は継続されるとの見通しとなり、
米ドル高・円安が一段と進行し上昇幅を拡
大しました。しかしながら、新年度に入っ
てからは、米経済指標の堅調な結果を受け
早期の米利下げ観測が急速に後退したこと
や、中東情勢の一段の緊迫化により、世界
的にリスク回避の動きが広がり下落に転じ
ました。

ポートフォリオについて（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

当ファンド

　主要投資対象である「プレミアジャパン・
マザーファンド」を期間を通じて高位に組み
入れました。

プレミアジャパン・マザーファンド

　現物株ポートフォリオの構築に当たって
は、配当利回りが相対的に高く、配当の持
続可能性が高いと判断される銘柄を、定
量・定性判断を加味しながら選別して投資
し、安定的かつ持続的なインカム・ゲイン
の獲得を重視した運用を行いました。

CC_24100417_03_ost三住DS_日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）_運用経過（交流用）.indd   4 2024/06/25   14:49:11



5－　　－

日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

●株式組入比率
　株価指数先物の買いヘッジを含めた実質
的な株式組入比率に関しては、期間を通じ
て概ね90％以上の高位を維持しました。

●業種配分
　期末の業種配分比率については、市場対
比では化学、陸運業、不動産業などのウェ
イトを高くしています。

●個別銘柄
　武田薬品工業、ＫＤＤＩなどを高い比率
で保有しています。

●ポートフォリオの特性
　減配リスクの小さい高配当銘柄にフォー
カスしていることにより、高配当、低い市
場連動性、低い海外市場連動性の特性が継
続しました。

ベンチマークとの差異について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

分配金について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第８期

当期分配金 850
（対基準価額比率） （4.81％）

当期の収益 850
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 6,825

　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準等を勘案し、左記の通りとい
たしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、運用の基本方針に従い、「プレ
ミアジャパン・マザーファンド」への投資を
通じて、わが国の株式に投資することによ
り、信託財産の中長期的な成長を図ること
を目指して運用を行います。

プレミアジャパン・マザーファンド

　引き続き、配当利回りが相対的に高く、
配当の持続可能性が高いと判断される銘柄
を、定量・定性判断を加味しながら選別し
て投資し、安定的かつ持続的なインカム・
ゲインの獲得を重視した運用を行います。
　内需は賃金の増加、経済対策、インフレ
率鈍化を背景に名目成長に加え実質ベース
での復調を予想します。また製造業の在庫
サイクル好転には注目する一方、米国の利
上げによる遅行効果の影響には引き続き警
戒しています。以上の投資環境見通しに基
づき、内需ディフェンシブ（景気変動の影響
を受けにくい）銘柄群と割安な製造業銘柄群、
両面の物色を進めていく方針です。
　上記のような環境下では、当ファンドが
多く保有する割安な業績安定銘柄が選好さ
れる展開を当面は想定しており、ポート
フォリオのディフェンシブ性を維持するこ
とにより当ファンドの強みを発揮する機会
を捉えていく方針です。

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。
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１万口当たりの費用明細（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 168円 1.056％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は15,895円です。
投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （80） （0.506）

（販 売 会 社） （80） （0.506）

（受 託 会 社） （7） （0.044）

（b） 売買委託手数料 26 0.162 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （26） （0.161）

（先物・オプション） （0） （0.002）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 2 0.010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （2） （0.010）

（そ の 他） （0） （0.000）

合 計 195 1.228

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

参考情報 総経費率（年率換算）

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.07％です。

総経費率
1.07％

運用管理費用（投信会社）

0.51％

運用管理費用（販売会社）

0.51％

運用管理費用（受託会社）

0.04％

その他費用

0.01％
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

当期中の売買及び取引の状況（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
プレミアジャパン・マザーファンド 114,056 251,666 336,546 753,617

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

項 目
当 期

プ レ ミ ア ジ ャ パ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,369,943千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 481,816千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 2.84

※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

※外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。

利害関係人との取引状況等（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

(1) 利害関係人との取引状況

日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

　当期中における利害関係人との取引等はありません。

プレミアジャパン・マザーファンド

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 445 33 7.6 924 150 16.3

※平均保有割合　100.0％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

組入れ資産の明細（2024年４月26日現在）

親投資信託残高

種 類
期 首(前期末) 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
プレミアジャパン・マザーファンド 356,351 133,861 340,517

※プレミアジャパン・マザーファンドの期末の受益権総口数は133,861,711口です。

投資信託財産の構成� （2024年４月26日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
プ レ ミ ア ジ ャ パ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 340,517 94.5

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 19,848 5.5

投 資 信 託 財 産 総 額 360,366 100.0

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

項 目 当 期

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 874千円

(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 55千円

(c) 　 (b)／(a) 6.4％

※売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2024年４月26日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 360,366,282円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 244,860

プ レ ミ ア ジ ャ パ ン ・
マザーファンド(評価額) 340,517,420

未 収 入 金 19,604,002

(B) 負 債 19,608,540

未 払 収 益 分 配 金 17,214,774

未 払 信 託 報 酬 2,342,072

そ の 他 未 払 費 用 51,694

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 340,757,742

元 本 202,526,758

次 期 繰 越 損 益 金 138,230,984

(D) 受 益 権 総 口 数 202,526,758口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,825円

※当期における期首元本額506,990,518円、期中追加設定元本額

168,591,853円、期中一部解約元本額473,055,613円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2023年４月27日　至2024年４月26日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 △          5円

受 取 利 息 14
支 払 利 息 △         19

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 69,224,548
売 買 益 124,215,809
売 買 損 △ 54,991,261

(C) 信 託 報 酬 等 △  5,585,867
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 63,638,676
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 26,114,632
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 65,692,450

(配 当 等 相 当 額) (　 40,603,780)
(売 買 損 益 相 当 額) (　 25,088,670)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 155,445,758
(H) 収 益 分 配 金 △ 17,214,774

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 138,230,984
追 加 信 託 差 損 益 金 65,692,450
(配 当 等 相 当 額) (　 40,750,195)
(売 買 損 益 相 当 額) (　 24,942,255)
分 配 準 備 積 立 金 72,538,534

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公

社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

当 期
(a) 経費控除後の配当等収益 6,477,551円
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 57,161,125
(c) 収益調整金 65,692,450
(d) 分配準備積立金 26,114,632
(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 155,445,758

１万口当たり当期分配対象額 7,675.32
(f) 分配金 17,214,774

１万口当たり分配金 850

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

850円
※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が個別元

本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。
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プレミアジャパン・マザーファンド
第８期（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

信託期間 無期限（設定日：2016年５月２日）

運用方針 ■わが国の株式を主要投資対象とします。
■銘柄選定にあたっては、配当利回りが相対的に高く、持続可能性が高いと判断される銘柄を選定
し投資します。

■わが国の株式への投資は、原則として信託財産総額の50％以上とします。株式以外の資産への投
資は、原則として信託財産総額の50％以下とします。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建)

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
４期（2020年４月27日） 12,802 △ 7.7 95.3 3.0 486

５期（2021年４月26日） 16,507 28.9 94.6 3.5 544

６期（2022年４月26日） 17,538 6.2 95.4 3.2 577

７期（2023年４月26日） 19,451 10.9 93.9 2.9 693

８期（2024年４月26日） 25,438 30.8 88.7 7.9 340

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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プレミアジャパン・マザーファンド

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率

株 式 先 物
比 率
(買 建 － 売 建)騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2023年４月26日 19,451 － 93.9 2.9

４月末 19,786 1.7 94.0 2.9

５月末 20,061 3.1 92.2 3.1

６月末 21,336 9.7 92.4 3.1

７月末 21,788 12.0 92.4 3.0

８月末 22,194 14.1 87.5 7.3

９月末 22,676 16.6 88.9 7.1

10月末 22,196 14.1 91.6 5.1

11月末 22,946 18.0 92.1 4.7

12月末 22,919 17.8 91.9 4.7

2024年１月末 24,127 24.0 92.2 5.5

２月末 24,346 25.2 92.2 5.8

３月末 25,565 31.4 88.1 7.6

（期　　　末）
2024年４月26日 25,438 30.8 88.7 7.9

※騰落率は期首比です。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。
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プレミアジャパン・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

基準価額等の推移

期 首 19,451円

期 末 25,438円

騰 落 率 ＋30.8％10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

1,000

期首 '23/5 6 7 8 9 10 11 12 '24/1 2 3 期末

基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

基準価額の主な変動要因（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

　当ファンドは、わが国の株式へ投資することにより、信託財産の成長を目指して運用を行いま

した。

上昇要因

・魅力的な配当利回りが評価されたこと

・日本の脱デフレへの期待が高まったこと

・海外投資家による日本株買いが進んだこと

下落要因

・米国の金融引き締め長期化が懸念されたこと

・中東の地政学リスクへの警戒感が高まったこと

・日本株が大幅上昇し一服感が出たこと
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プレミアジャパン・マザーファンド

投資環境について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

期間を通じて、日本株式市場は上昇しました。

　期初より、日銀の金融緩和方針維持による円安進展や海外投資家による日本株買いが好感され、

上値を追う動きとなりました。夏場に、日銀による長短金利操作の運用柔軟化の決定が順調に消

化されると、米ドル高・円安の流れが一段と進みました。ＴＯＰＩＸは好業績銘柄に牽引されて、

バブル後の高値を更新しました。

　秋以降は、一進一退の展開となりました。ＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）を契機に金融引

き締めが長期化するとの見方から長期金利（10年国債利回り）が上昇したことや、中東での地政

学リスク台頭により原油価格急騰に対する警戒感が高まったことなどを背景に、国内も軟調に推

移しました。

　年明け以降は、米国株高、米ドル高・円安進行に加え、日本企業の持続的な業績改善も好感さ

れ、日本株も上昇基調に回帰し、連日バブル後最高値を更新しました。その後、日銀の金融緩和

策においてマイナス金利解除などの変更が発表されたものの、緩和的な姿勢は継続されるとの見

通しとなり、米ドル高・円安が一段と進行し上昇幅を拡大しました。しかしながら、新年度に

入ってからは、米経済指標の堅調な結果を受け早期の米利下げ観測が急速に後退したことや、中

東情勢の一段の緊迫化により、世界的にリスク回避の動きが広がり下落に転じました。

ポートフォリオについて（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

　現物株ポートフォリオの構築に当たっては、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が

高いと判断される銘柄を、定量・定性判断を加味しながら選別して投資し、安定的かつ持続的な

インカム・ゲインの獲得を重視した運用を行いました。

株式組入比率

　株価指数先物の買いヘッジを含めた実質的な株式組入比率に関しては、期間を通じて概ね90％

以上の高位を維持しました。
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プレミアジャパン・マザーファンド

業種配分

　期末の業種配分比率については、市場対比では化学、陸運業、不動産業などのウェイトを高く

しています。

個別銘柄

　武田薬品工業、ＫＤＤＩなどを高い比率で保有しています。

ポートフォリオの特性

　減配リスクの小さい高配当銘柄にフォーカスしていることにより、高配当、低い市場連動性、

低い海外市場連動性の特性が継続しました。

ベンチマークとの差異について（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

２ 今後の運用方針

　引き続き、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が高いと判断される銘柄を、定量・

定性判断を加味しながら選別して投資し、安定的かつ持続的なインカム・ゲインの獲得を重視し

た運用を行います。

　内需は賃金の増加、経済対策、インフレ率鈍化を背景に名目成長に加え実質ベースでの復調を

予想します。また製造業の在庫サイクル好転には注目する一方、米国の利上げによる遅行効果の

影響には引き続き警戒しています。以上の投資環境見通しに基づき、内需ディフェンシブ（景気

変動の影響を受けにくい）銘柄群と割安な製造業銘柄群、両面の物色を進めていく方針です。

　上記のような環境下では、当ファンドが多く保有する割安な業績安定銘柄が選好される展開を

当面は想定しており、ポートフォリオのディフェンシブ性を維持することにより当ファンドの強

みを発揮する機会を捉えていく方針です。
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プレミアジャパン・マザーファンド

１万口当たりの費用明細（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) 売 買 委 託 手 数 料 37円 0.162％

売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） (36) (0.160)

（先物・オプション） ( 0) (0.002)

(b) そ の 他 費 用 0 0.000 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用（そ の 他） ( 0) (0.000)

合 計 37 0.162

期中の平均基準価額は22,686円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

(1) 株　式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円

国 内 上 場 268.3 445,064 665.3 924,878
(224.1) (     －)

※金額は受渡し代金。

※（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

(2) 先物取引の種類別取引状況

種 類 別
買 建 売 建

新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

百万円 百万円 百万円 百万円
国内 株 式 先 物 取 引 96 96 － －

※金額は受渡し代金。
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利害関係人との取引状況等（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

(1) 利害関係人との取引状況

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 445 33 7.6 924 150 16.3

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2023年４月27日から2024年４月26日まで）

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,369,943千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 481,816千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 2.84

※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

※外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 874千円

(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 55千円

(c) 　 (b)／(a) 6.4％

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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組入れ資産の明細（2024年４月26日現在）

(1) 国内株式

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円

建設業（4.5％）

ショーボンドホールディングス 0.7 － －

オリエンタル白石 13.6 4.9 1,837

大林組 9.7 4.6 7,912

長谷工コーポレーション 4.6 － －

ライト工業 3.4 1.2 2,469

関電工 4.3 － －

インフロニア・ホールディングス － 1 1,374

食料品（3.2％）

日本ハム － 0.6 3,093

キリンホールディングス － 2.9 6,591

繊維製品（0.4％）

日本毛織 2.2 0.8 1,073

パルプ・紙（2.8％）

王子ホールディングス － 13.2 8,425

化学（10.4％）

東ソー 6.3 3.6 7,830

セントラル硝子 0.6 0.2 552

信越化学工業 3.5 － －

エア・ウォーター － 1.4 3,275

三菱瓦斯化学 － 1.8 4,959

三井化学 － 0.8 3,506

東京応化工業 0.2 － －

日本ゼオン － 3.2 5,088

ＵＢＥ － 0.5 1,414

花王 1.5 0.5 3,192

ノエビアホールディングス 0.9 0.3 1,563

医薬品（7.3％）

武田薬品工業 4.8 3.3 13,493

アステラス製薬 8.8 3.7 5,572

キッセイ薬品工業 2.2 0.8 2,868

石油・石炭製品（1.1％）

出光興産 1.7 3.1 3,248

非鉄金属（1.7％）

ＳＷＣＣ 2.1 0.9 3,559

ＡＲＥホールディングス 2.2 0.7 1,427

金属製品（2.0％）

東洋製罐グループホールディングス 3.5 1.3 3,123

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

横河ブリッジホールディングス 2.8 1 2,850

機械（5.4％）

タクマ 1.7 0.6 1,164

アマダ － 5.2 8,949

野村マイクロ・サイエンス 0.3 － －

ナブテスコ － 1.4 3,607

マックス 1.6 0.6 1,965

スター精密 1.1 0.4 735

電気機器（0.2％）

日立製作所 1.7 － －

ダイヘン 0.3 － －

パナソニック　ホールディングス 7.6 － －

芝浦電子 0.1 0.1 599

輸送用機器（0.6％）

デンソー 0.7 － －

トヨタ自動車 13.5 － －

豊田合成 1.1 － －

テイ・エス　テック 2.5 0.9 1,707

その他製品（1.7％）

ピジョン 0.2 2.5 3,542

コクヨ 3.4 0.6 1,599

電気・ガス業（1.9％）

関西電力 － 1.3 2,991

大阪瓦斯 4.5 0.8 2,737

陸運業（6.5％）

ハマキョウレックス 0.9 0.3 1,155

山九 1.2 0.4 2,170

センコーグループホールディングス 7.9 2.9 3,326

セイノーホールディングス － 1.3 2,788

九州旅客鉄道 2.9 1.3 4,466

ＳＧホールディングス － 3.1 5,645

倉庫・運輸関連業（1.6％）

上組 3.8 1.4 4,792

情報・通信業（9.7％）

三菱総合研究所 0.9 0.3 1,458

インテリジェント　ウェイブ － 0.9 1,005

ＢＩＰＲＯＧＹ 1.8 － －

スカパーＪＳＡＴホールディングス 11.9 1.3 1,222

日本電信電話 9.7 － －

CC_24100417_07_ost三住DS_日本高配当株フォーカス（プレミアジャパン）_プレミアジャパンMF（１万口）.indd   19 2024/06/25   14:49:18



20－　　－

プレミアジャパン・マザーファンド

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

ＫＤＤＩ 6.3 2.1 9,198

ソフトバンク － 3.2 6,011

光通信 0.3 － －

ＤＴＳ 2.2 0.8 3,276

シーイーシー － 1 1,785

ＳＣＳＫ 5 － －

アイネス 1.7 0.6 940

ＴＫＣ 0.1 － －

ＮＳＤ 3.4 0.9 2,745

ＪＢＣＣホールディングス 1.3 0.5 1,627

卸売業（5.4％）

あらた 0.9 0.6 2,028

ＴＯＫＡＩホールディングス 5.2 1.9 1,822

三菱食品 1.8 0.6 3,252

第一興商 1.4 － －

伊藤忠商事 1.6 － －

丸紅 5.4 － －

豊田通商 1.1 － －

三井物産 3.3 － －

キヤノンマーケティングジャパン 2.7 1 4,363

伊藤忠エネクス 3.3 1.2 1,845

因幡電機産業 2.2 0.8 2,936

小売業（6.6％）

エービーシー・マート 1.8 1.1 3,448

ツルハホールディングス 0.8 － －

日本瓦斯 5.6 2 5,200

青山商事 － 0.7 1,129

丸井グループ 5.8 2.1 5,099

サンドラッグ 2.3 1.1 4,980

銀行業（10.4％）

めぶきフィナンシャルグループ 24.8 7 3,868

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 20.4 － －

りそなホールディングス － 6.6 6,495

三井住友トラスト・ホールディングス 0.9 0.7 2,281

七十七銀行 3 1.1 4,867

ふくおかフィナンシャルグループ 2.5 0.9 3,766

セブン銀行 24.7 8.9 2,508

みずほフィナンシャルグループ － 2.5 7,495

保険業（2.6％）

ＳＯＭＰＯホールディングス 2.2 1 3,063

第一生命ホールディングス － 1.3 4,694

東京海上ホールディングス 4.9 － －

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

その他金融業（2.3％）

リコーリース － 0.2 1,056

オリックス 1.6 0.6 1,912

三菱ＨＣキャピタル 10.9 3.9 3,944

不動産業（5.5％）

日本駐車場開発 － 8.9 1,726

ヒューリック － 4.6 6,727

野村不動産ホールディングス 2.2 － －

飯田グループホールディングス 2.9 1.1 2,185

平和不動産 1.4 0.5 2,120

東京建物 － 0.8 2,047

スターツコーポレーション 1.3 0.5 1,762

サービス業（6.6％）

オープンアップグループ 4.2 1.5 3,034

カカクコム － 1.3 2,360

ユー・エス・エス 2.2 1.6 1,942

日本郵政 － 2.6 3,866

ＴＲＥホールディングス － 1.5 1,870

日本管財ホールディングス 1.3 0.4 1,035

カナモト － 0.8 2,150

ニシオホールディングス － 0.2 806

応用地質 1.7 0.4 962

イオンディライト 1.4 0.5 1,857

千株 千株 千円

合 計
株 数 ・ 金 額 340.9 168 302,028

銘 柄 数 <比 率> 88銘柄 92銘柄 <88.7％>

※銘柄欄の（　）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比

率。

※<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

(2) 先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別
期 末

買 建 額 売 建 額

国内
百万円 百万円

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 26 －
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2024年４月26日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 360,119,293円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 31,617,352

株 式(評価額) 302,028,180

未 収 入 金 20,210,523

未 収 配 当 金 4,770,730

差 入 委 託 証 拠 金 1,492,508

(B) 負 債 19,604,002

未 払 解 約 金 19,604,002

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 340,515,291

元 本 133,861,711

次 期 繰 越 損 益 金 206,653,580

(D) 受 益 権 総 口 数 133,861,711口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,438円

※当期における期首元本額356,351,722円、期中追加設定元本額

114,056,926円、期中一部解約元本額336,546,937円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は、日本高配当株フォーカス（プレミ

アジャパン）133,861,711円です。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2023年４月27日　至2024年４月26日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 11,419,634円
受 取 配 当 金 11,436,420
受 取 利 息 2,910
そ の 他 収 益 金 132
支 払 利 息 △     19,828

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 130,725,921
売 買 益 143,033,900
売 買 損 △ 12,307,979

(C) 先 物 取 引 等 損 益 7,186,200
取 引 益 7,186,200

(D) そ の 他 費 用 等 △      1,384
(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 149,330,371
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 336,784,338
(G) 解 約 差 損 益 金 △417,070,378
(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 137,609,249
(I) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 206,653,580

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 206,653,580

※有価証券売買損益および先物取引等損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。

投資信託財産の構成� （2024年４月26日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 302,028 83.9
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 58,091 16.1
投 資 信 託 財 産 総 額 360,119 100.0
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